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＜表紙写真＞ 

 

「星降る美瑛、未来へつなぐ青空の約束」 

 

「星空の街・あおぞらの街」全国大会は、「星空の街・あおぞらの街サミット」にお

いて採択された「空を活かし空を楽しむ宣言」の趣旨にのっとり、郷土の環境を活かし

た地域おこしの推進と大気環境保全意識の高揚を図ることを目的として、毎年全国各地

で開催されています。 

第 37回全国大会では、2025年 10月 25 日（土）に、環境省、北海道、「星空の

街・あおぞらの街」全国協議会の主催（主管：美瑛町）で高円宮妃殿下ご臨席の下、美

瑛町で開催されました。 

本写真は、開催地美瑛町の大会イメージ画像として、全国大会のホームページやプロ

グラムなどに使用されました。 

【写真提供：美瑛町】 

 

 

＜裏表紙＞ 

 

「北海道動物愛護センター あいにきた」 

 
道では、令和 6年度に道央・道東・道北・道南の 4 地区に北海道動物愛護センター

（あいにきた）を設置し、保健所で一定期間収容された犬猫の引き取りや飼育、譲渡の

ほか、ペットの適正飼育・防災対策などの普及啓発等を行っています。 

道央地区には道直営の基幹センターを置き、道内全体のセンター運営について総合調

整を行う拠点として関係団体との連絡調整を行うほか、保護犬猫をホームページや X、

Facebook及び Instagramなどで幅広く紹介し、あいにきたサポーター（SNS のフ

ォロワー）の皆さまにもご協力を頂きながら、新しい飼い主さんにつなぐ取組を進めて

います。 

道東・道北・道南の 3地区のセンターは動物愛護団体に業務を委託し、各地区の保

健所からの犬猫の引き取りや譲渡等を行っています。 

愛称の「あいにきた」は、一生を共にするかもしれない動物に「会いに来た」と愛護

センターの「愛（あい）」、北海道の「北（きた）」の意味を重ねています。 

裏表紙のあいにきたロゴマークは、一生を共にするパートナーと出会い、新しい家の

家族になるという意味を込め、動物の頭を撫でる仕草を家のシルエットに見立てて表現

しています。 

【あいにきた ロゴマーク】  



 

環境白書の刊行に当たって 

 
北海道は、四方を海に囲まれ、広大な森が広がり、清らかな大

気と水環境の中で多様な生物が息づく、豊かな自然環境に恵まれ
た大地です。 
昨年６月、「日高山脈襟裳十勝国立公園」が道内７か所目の国立

公園として誕生しました。本年８月には、国や市町村など関係機
関とともに公園ビジョンを策定しており、国内で最も原生的な自
然環境が残され、多様な海岸風景や雄大な山岳景観が特徴のこの
国立公園において、保護と適正利用の両立を図ってまいります。 

また、本年７月には、知床が世界自然遺産に登録されてから20
周年を迎えました。世界に誇る知床の自然環境を守り、引き継いでこられた関係の皆様
に深く敬意を表します。気候変動により流氷が減少し、生態系への影響も懸念されます
が、今後とも知床の価値を守り、多くの人に知床の魅力に触れていただけるよう、関係
の皆様とともに取り組んでまいります。 

 
一方、知床では今年、ヒグマによる人身事故が発生するという痛ましい事態となりま

した。このほか道内各地でヒグマの出没や人身事故が相次ぎ、人とヒグマとのあつれき
はかつてないほど高まっています。 
道では、昨年12月に改定した北海道ヒグマ管理計画（第２期）に基づく、ゾーニング

管理の推進やモニタリングの充実などに加え、自衛隊や道警察の出動を想定した新たな

連携体制を整備するなど、ヒグマ対策の充実強化を進めていきます。 
 
地球規模で気候変動が進み、脱炭素化の動きが加速する中、道では、温室効果ガス排

出量を2050年までに実質ゼロとする「ゼロカーボン北海道」の実現を目指しており、今
年は道有林による森林由来クレジットの創出と販売を開始しました。国に認定された北
海道・札幌「ＧＸ金融・資産運用特区」の枠組みも活かし、環境と経済の好循環を図っ
ていきます。 
また、再生可能な資源の利用を促進し、資源や製品の価値を最大化する「サーキュラ

ーエコノミー」は、製造過程でのＣＯ２削減など環境負荷の低減とともに、国際情勢の
不安定化に伴い経済安全保障上の重要性も高まっており、引き続き循環型社会ビジネス
の振興を図ります。 

 
今後とも、地域の自然環境を守り、持続可能な地域づくりを進めていくためには、環

境問題に精通し、地域で精力的に活動いただける人材の育成が重要となります。道では、
本年３月に策定した北海道環境教育等行動計画（第２次計画）の下、環境教育人材の育
成に向けた各般の施策を推進してまいります。 
 
北海道における環境の現状や道の施策などについて取りまとめたこの白書を、多く

の皆様にご活用いただき、本道の環境問題への理解を深め、道内における環境保全活
動への参加や協働の取組を始めるきっかけにしていただけましたら幸いです。 

 

令和７年（2025年）１２月 

北海道知事  鈴木 直道 


